
諮 問 

答 申 

諮 問 

答 申 

答申 

諮問 

検討 

協議 

検討 

協議 

報  告 

｢鳥獣の保護及び管理並びに狩猟の適正化に関する法律｣関連計画体系 

 

 

 

 

 

 

 

         Simon       s   s                    

         と    闘志               

 

 

 

  

 

                                                          

                              

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

鳥獣の保護及び管理並びに狩猟の適正化に関する法律(平成 14年法律第 88号) [R7.9.1施行] 

趣旨：鳥獣の保護及び管理並びに狩猟の適正化（危険予防・違反防止等）を図ることで、生物多

様性の確保、生活環境の保全及び農林水産業の健全な発展に寄与する。 
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鳥獣の保護及び管理を図るための事業を実施するための基本的な指針 

（根拠：法第３条） 

 全国的に調和のとれた鳥獣保護管理事業を推進するため 

環境大臣が策定 〈R3.10告示〉 

【基本指針の内容】 

 ・鳥獣保護管理事業の実施に関する基本的事項 

 ・鳥獣保護管理事業計画の作成に関する事項 等 

中央環境審議会 

 自然環境部会 

根拠：法第 3 条第 3 項 

委員：24 名 

構成：学識経験者 等 

開催時期：適宜開催 
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鳥獣保護管理事業計画（根拠：法第４条） 

  地域の状況に応じ、国の基本指針に即した鳥獣保護管

理事業を実施するために都道府県知事が策定 

【計画の内容】 

 ・鳥獣捕獲許可 ・特定計画の作成 

 ・鳥獣保護区等の指定及び管理 等 

  ※計画期間：１３次（R4.4.1～R9.3.31の５年間） 

兵庫県環境審議会 

       鳥獣部会 

 

根拠：法第 4 条第 4 項 

第 7条第 8項 

委員：10 名 

構成：学識経験者 

      農林業団体 等 

 
第一種特定鳥獣保護計画･第二種特定鳥獣管理計画 

(根拠：法第７条･第７条の２) 

  その数が著しく減少又は増加している鳥獣について、

当該鳥獣の保護又は管理を図るため特に必要がある場合

に都道府県知事が策定 

【計画の内容】 

 ・特定鳥獣の保護・管理の目標 ・特定鳥獣の数の調整 

 ・特定鳥獣の保護又は管理のために必要な事項 等 

  ※対象鳥獣：ニホンジカ、サル､イノシシ 

        ツキノワグマ（管理計画） 

  ※計画期間：R4.4.1～R9.3.31の５年間 

 

野生動物保護管理 

運営協議会 

 

根拠：基本指針Ⅲ 

第六-９ 

委員：13 名 

構成：学識経験者 

      農林業団体  

自然保護団体 

狩猟団体 等 

開催時期：３月 

年度別 事業実施計画（根拠：基本指針Ⅰ第三-2） 

  特定計画の効果的な目標達成に資するため、必要に応じ

て、年度別に適切な鳥獣保護管理事業を実施するための実

施計画の作成に努めるものとする。 

【事業実施計画の内容】 

 ・生息数の推定、生息動向の把握 

 ・目標達成のための具体的な方策 等 

 ※ 対象鳥獣：シカ、サル、イノシシ、ツキノワグマ 

 ※ 計画期間：R8.4.1～R9.3.31 
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